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幼稚園 にお ける子育て 支援活動 の 現状 と課題 （1）
　 O 西本絹子

（高崎健康福祉大学）

吉川は る奈

（埼玉大学）

　【問題と目的】現在、幼稚園が地域の 子育て 支援の 機

能 を 果た す役割が 期待さ れ て い る。幼児教育の 場 と い

う 専 門 性や 特色を生か しなが ら、地域 の 実情に 合わせ 、

子育 て 支援にい か に貢献 し、どんなサービス を提供 し

て い くかに関して は、今後さ らに取 り組みを 重ね検討

され て い くべ き段階に ある。

　そ こ で平成 13 ・14年度 の 2 年間 に渡 り、P 自治体

に お い て 、公立幼稚園数園 を 指定園 と し．「幼稚 園 にお

ける 子育て支援活動推進事業」 が試行的に実施された

（図 1）。 筆者 らはその うち  に関わ り、 各 々 が
一

つ の

園に継続的に 「子育て 支援カウ ンセ ラ
ーj として 位置

づき、活動を行っ た。本研究で は、活動内容を整理す

る こ と によ り、そ蛍それの 園の 特色に応じた 子育て 支

援 の ニ
ー

ズの 特徴を分析し、心理職として どの ように

効果的な支援を果た し得るか につ いて考察する。

【方法】 1 、 園の環境

P 区 は都心部に あ り、0歳〜14 歳 の 子ども の 数は 6

5歳以上 の高齢者人 口 に比べ て非常 に少な い （区全体

の 人 口 比で はそれぞれ約10 ％ と 20 ％ ）。子 どもの 教

育 に対す る 住民の 意識は総 じて 大変高 い と言われ る。

A 園は、P 区内で も よ り都心に近 く、社寺 ・
学校が数

多く集中し 、 有名企業の 社屋 ・高層マ ン シ ョ ンが立ち　　　　　　 t

並ぷ 大通 りの 裏 に、高級住宅地 と昔ながらの 住宅地区

も近在する環境にある。安心 して子 どもが遊ぺ る場所

が少な く、高層マ ンシ ョ ン の核家族、社宅 ・転勤族が

多 い。

2 、園の状況

クラス ：4 歳児 ・5 歳児クラス （1つ ずつ ） にそれぞ

れ約20 名在籍。 保育形態 ： 自由保育が 中心．

3、活動 の 概要 ；心理士 によ る子育て 相談を担当す る

〈図 1　 事窺全体の鰾 〉

カ ウ ンセ ラーと して 1年 に 9 回 の 活 動 を実施 した。そ

の内容は 図 2 ・3 に示す。活動形 態は あ らか じめ 予定

した もの で は な く、時期、親子 の 状況 、 親と教諭の ニ

ー
ズを考慮 に入れ なが ら、 園長 ・教諭 らと随時相談 し

て 決定 した 。

【結果】

1、1年目

カ ウ ンセ リ ン　 在園児に 関す る 相談よりも、母親自身

の 悩みや、同居す る親 ・夫との 葛藤、他 の き ょ うだい や

親戚の子どもに関する相談が多 い。家族の 中や親同士、

地域 の 人間関係、きょ うだいが直接所属する場 （小 学校

など）の な か で は 未解決 の 問題が持ち込まれた。ケ
ー

ス

に よ っ て は 園長 と相談しながら、 園長から地区の保健師
へ 連絡をとる ・自助グループの 紹介 ・医 療機関受診を勧

めた。

グループ討　 細 か い 悩 み が多 く出さ れ て い たが、回

数を 重ね る うちに参加者が減少した。幼少の 弟妹を抱
え る親 に と っ て 出席 しやす い 条 件 ・日程調 整の 元 で、

親 に と っ て より切実で魅力的なテ
ー

マ の 設定が求め ら

れ た。専門家 による プロ グラム の 限界も指摘で き る。

コ ンサ ル テーシ ョ ’ 5 歳児 ク ラス ；教諭が親 同士 の 関

係 を調整す る役割を求め られ る こ と 、 親を支 え る こ と

の 困難さ につ い て 。 4 歳児クラス ；衝動性の高い 子 ど

も、指示されるまで動けな い子どもなどにつ い て 。

2 ． 2 年目

カウン セ リン グ とグループ討
一
　 図的に両者 を減 ら

し、コ ンサ ル テーシ ョ ンに振り向けた。グル r プ討議

で は発達障害児が複数入園し、発達 の 問題につ い て 忌

憚ない 話 し合い がなされた 。

コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン ク ラス の 子どもに 関する 問題状

況 が急増 したた め保育コ ンサルテ
ーシ ョ ンを継続して

行 っ た。

ある ケー
ス で は 教諭か らの 問題 意 識を 受けて コ ンサ ル

テ
ー

シ ョ ン にお い て検討 し．カウン セリン グで 親との

個別の 相談を行 い ．グループ討議で い ろ い ろな母親が

育児の 悩み を話すなか で、親が率直に心情を吐露し、

子 どもの問題を柔軟に受け止め 始め る様子が認め ら
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れ、関係者が認識を共通 に して い くな か で 、専門機関

と連携し、保育が 円滑に 進行 し始めた。問題解決の流

れは図 4 に示す。（注）具体的な事例は発表時に紹介す

る。

　【考察］ 1、支援 ニ
ー

ズの 特徴

・親か らの 相談 ニ
ー
ズ は、現在園 に在籍す る子 どもの

悩み とい うよ り、幼稚園就園まで に溜 まっ て い る他の

家族の 問題や親自身の 問題が多 い。
・教諭へ の コ ンサルテ

ー
シ ョ ン で は、浜谷 （2002）に

よ る 支援の 分類 の軸を用 い れば、次の よ うな支援 ニ
ー

ズ と効果があっ たと思われる。

a 保育実践 へ の支援 ；子 ども の 問題状況の 整理 とそ の

保育対 処／ c 保護者と の 関係作りへ の支援 ；家庭の 問

題の 大 き い子どもへ の 対応／d 専門機関との連携へ の

支援／f保育者の力量形成へ の 支援／g 保育者の心理

的安定へ の支援。

　a 子 どもの 問題状況とはAI ）HD 、　 LD タ イプの 認

知障害．高機能広 汎性発 達障害 で あ り、気に なる 子ど

も像を発達 の始点か ら評価
・解釈 し整理す る こ とで 保

育 の方向付けを行 っ た 。家庭 の 問題とは親の 精神疾患、

特殊な養育環境からの 心理的虐待、ネグレクトを疑 う

養育方針な どで あっ た 。 g に関して は、最後の コ ンサ

ル テ
ーシ ョ ンに おい て、ある教諭により 「経験 した こ

との な い親の 問題に直面し、信じられな い こ とが い ろ

い ろ あり、かたや学級経営 もあっ て 大変だっ たが、す

く図 4 問題解決の流れ 〉

　 　 　 　 　 　 　 教諭の 気づき

↓

園 長 ・主任
・
他ク ラス 担 任

間で 認識を共有

っ き り して、エ ネル ギ
ー

を持 っ て 子どもたち と向き合

えた亅 との 感想をい た だいた 。

2、心 理職として どの よ う に効果的な支援を 果 たす か

　 活動開始当初、園 に参入する 心理 職 とい う位置づ け

は、園 の教諭と心 理士 の 双方に とっ て 戸惑いが多か っ

た。「親の カウンセリン グを園で行 う」とい うオ
ー

ソ ド

ッ クス な形からス タートした が 、単発にすぎな い 心理

士による 園児と保護者へ の 子育て 支援として は、最も

費用対効果 の高い もの と して、教諭へ の コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン を中心業務と したい 、と い う意 向を 1 年目 に

折 々 に園長 に 申し入れた。そ の結果 、 2 年目はコ ンサ

ル テ
ー

シ ョ ン を中心 と し、個別相談やグループ討議を

必要に応じて それ に絡める 形をとり、この形 態の 意義

は最終的に は 園に理解されたと思 われ る 。

　【結語】　 幼稚園は、現在最 も子 育て 不安が高い と言

われ る 専業主婦 とそ の子 ど もが 、初めて集団の 場に 出

る ことを受け止め る機関で ある。そ の 意味で は 家庭や

育児 の 問題、親の 精神的な問題、子どもの発達発育の

問題な どが就園 と同時に 噴出しやすい場で ある 。 心理

職が 子育て支援に参与する とすれば、幼稚園教育の文

脈に即 した心理学的な視点 の 提供と 同時 に、直接の 親

支援よりも教諭の 支援を側面か ら支援す る、とい う位

置づけの 意味が大 き い と思 わ れ る。

〈図 2　子 青て 梱麟活動 の 形態と内容 　平戚 13 年度〉
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シ ョ ン
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問題 状 況 の アセ ス メ ン ト

→ カ ンファ レンス

↓

活動形餌 内容 回

カ ウ ン セ リン グ 〔個 別

桐談）

母親自身の 悩み。きよ うだい につ

いて 。祖父 母 との 確執。

3

グループ討謡 叱 リ方．育児 方針。祖父 母 の 育児

の 考え 方との 折り合いの つ け方．

性別の 青て 方の 違い ．ジ ェ ン ダ「

につ い て ．

4

講演 会 幼児 期に大切 に した い こ と 1

コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン

（保育観察 を含む）

気 になる子 ど も。組 との 関係．幼

稚園の 子育て 支援の 役割。

1

〈図 3　子 育て 桐餤活動 の 形態 と内 容　平成 14 年度〉
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國
↓

n ンサルテ
ー

シ ョ ン
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↓
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ー
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圖

活動形態 内睿 回

カウン セ リン グ （個別
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　　　　　　　　　1

発 連の 気 に な る子 ど も、LD 傾向の

き ょ うだい につ いて。親戚の被虐待

児 へ の 対応 とわ が 子 との 関係。

1

グル ープ討醸 子 ど もの 自己主 張 と自己形成．発違

に問題 の ある子 どもの育児
・
教育。

2

讃演会 子 どもを受容する とは。 1

コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン

（保育観察 を含む）

発 運障害児
・気に な る子 ども

・精神

疾 患の ある親
・
特 殊な鋒 育方針・マ

ル トリ
ー

トメン トの疑い 。
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